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島根地方最低賃金審議会 

島根県製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業 

最低賃金専門部会 第３回会議 議事録 

 

１ 日  時  令和７年１０月１４日（火）午前９時２６分～午前１１時４５分 

２ 場  所  島根労働局 専用大会議室 

３ 出 席 者  公益代表委員   出席３名  定数３名 

        労働者代表委員  出席２名  定数３名 

        使用者代表委員  出席３名  定数３名 

４ 主要議題  ○金額審議 

 

【部会長】 それでは、ただいまから島根県製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業最低賃金

専門部会第３回会議を開会します。 

できれば本日の結審に向けまして、よろしくお願いします。 

まず、事務局は本日の配付資料の確認をしてください。 

 

【係 長】 本日は会議次第１枚と最低賃金周知用リーフレットをお配りしております。

以上です。 

 

【部会長】 事務局から、委員の出席状況と会議の公開状況を報告してください。 

 

【係 長】 本日は労働者側松本委員から欠席の連絡をいただいておりますが、最低賃金

審議会令第５条第２項の規定により、本日の会議は、定足数を満たしており、

有効に成立しますことをご報告いたします。 

また、本日の会議の公開につきましては、本庁舎の掲示板及び島根労働局

ホームページに掲示いたしましたが、傍聴の申込みがありませんでしたので、

併せてご報告します。 

 

【部会長】 傍聴人はいらっしゃいませんが、本日の会議及び議事録は公開としておりま

す。 
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９月２２日開催の専門部会合同会議において決定しておりますとおり、個

人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権利利

益が不当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見交換若しくは意思決

定の中立性が不当に損なわれるおそれがある場合には、専門部会運営規程第

５条第１項但し書きにより、それ以降の会議は非公開の扱いとなりますが、

会議を非公開とする部分は議事録も専門部会運営規程第６条２項により非公

開、同条第３項により議事要旨を公開することとします。 

 

【部会長】 それでは、会議次第２の金額審議に入ります。 

前回１０月１日の第２回会議においては、労働者側委員から最終的に引上

げ額１００円とされ、1,192 円の提示があり、使用者側委員からは引上げ額６

３円で 1,155 円の金額提示がありました。 

労使それぞれご検討いただいた上で部会に臨んでおられると思いますので、

引き続き労使双方からご意見をいただき、できれば本日の結審に向けて金額

審議を深めたいと思います。 

よろしくお願いします。 

まず、本日の審議にあたりまして、冒頭のところで全体に向けまして何か

ご発言があればお伺いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

【景山委員】 本日もよろしくお願いします。 

前回１００円ということでしたけども、本日早期決着を図りたいというふ

うに考えておるところでございます。大幅にディスカウントしまして８０円

を再提示させていただいて、県最賃と同じ７．３８パーセントの引上げにあ

たる部分という根拠で８０円を提示させていただきます。よろしくお願いし

ます。 

 

【部会長】 全体のところで使用者側からは何かありますでしょうか。 

 

【森脇委員】 公労・公使で個別にお願いしたいと思っています。 
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【部会長】 それでは、この後は労使別室に分かれて、それぞれ個別にお話をさせていた

だきたいと思います。 

それでは、当部会はいったん休会とします。 

 

（休会） 

     （再開） 

 

【部会長】 それでは、会議を再開します。 

審議も尽くされたようですので、専門部会としての結論を出したいと思い

ます。 

７１円引上げということで、労側、使側ともご異議ありませんでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

【部会長】 公益の委員の皆様もよろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

【部会長】 発効日については、法定どおりということで、よろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

【部会長】 それでは、合意に達しましたので、本専門部会として、全会一致で７１円引

上げという結論で決議されました。 

結審しましたので、その結果を本審議会に報告するために「専門部会報告

書」を作成します。 

また、第４４４回本審議会において、最低賃金審議会令第６条第５項を適用

することが議決されていますので、「専門部会の決議をもって本審議会の決議

とする」ことになります。 

よって、結審した内容で答申しますので、併せて、答申文を作成します。 
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事務局で専門部会報告書（案）及び答申文（案）を作成してください。その

間、しばらく休憩とします。 

 

      （専門部会報告書（案）及び答申文（案）を作成） 

 （専門部会報告書（案）及び答申文（案）を配付） 

 

【部会長】 それぞれの案についてご質問などございますでしょうか。 

 

     （ なし ） 

       

【部会長】 それでは、最初に専門部会報告書（案）について決議します。専門部会報告

書（案）にご異議はありませんでしょうか。 

 

     （ 異議なし ） 

 

【部会長】 ご異議がないようですので、専門部会報告書については案のとおり、全会一

致で決議されました。それでは、専門部会報告書の「案」の文字を消してくだ

さい。 

 

【部会長】 続いて、答申文（案）について決議します。答申文（案）にご異議はありま

せんでしょうか。 

 

     （ 異議なし ） 

 

【部会長】 ご異議がないようですので、答申文については、案のとおり全会一致で決議

されました。答申文の「案」の文字を消してください。 

それでは、答申します。 

 

（部会長から基準部長に答申文を手交） 
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【基準部長】 労働基準部長の河野でございます。本来であれば局長の岩見の方からご挨

拶させていただくところでございますけれども、私の方からか代わりにご挨

拶をさせていただきます。 

ただいま藤本部会長から、専門部会で慎重に金額審議を重ねた結果、全会

一致での結論に達し、プラス７１円の改定との答申を賜りました。 

今年度も物価や原材料費の高騰等取り巻く情勢は非常に厳しく、難しい審

議であったかと思いますが、使用者側代表委員並びに労働者側代表委員の皆

様方がそれぞれの立場に立ちまして、労使協調して島根県の将来を考え、こ

の島根県にふさわしい特定最低賃金となるようお互い歩み寄りを見せていた

だきました。そのご努力に深く感謝申し上げます。 

また、労使の間に入り、公労、公使協議を重ねて、この着地点に粘り強く

導いてくださいました公益委員の皆様方にも、そのご尽力に対しまして深く

感謝の気持ちを表する次第でございます。 

本日は全会一致でのご答申をいただき、誠にありがとうございました。 

 

【部会長】 それでは、会議次第３、その他ですが、委員の皆様、何かございますでしょ

うか。 

 

【景山委員】 さきほどは、７１円の引上げ全会一致での決定ありがとうございました。 

この審議を通じても、経営者あるいは業界の課題などについても深く我々

理解することができたというふうに思っております。 

とりわけ、島根県の経済を引っ張る鉄鋼業が今後残っていくためには、や

はり国際公約にもなっております２０３０年の温室効果ガスの４６パーセン

ト削減ですとか、２０５０年のカーボンニュートラルこういったことの課題

が必達されなければならないというふうに思っておりますし、このことのた

めには我々としても、労働者としても最大限の努力を払っていきたいという

ふうに思いますので、今後ともご指導なりよろしくお願いをしたいと思いま

す。以上です。 

 

【部会長】 では、事務局からほかに何かありますでしょうか。 
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【室 長】 ただ今、答申をいただきましたので、今後の事務手続きについて説明させて

いただきます。 

先ほど、答申をいただきました島根地方最低賃金審議会の意見を、本日公示

します。 

審議会の意見について、関係労使からの異議の申出を、文書で１０月２９日

水曜日までに提出していただくよう求めることになります。 

異議の申出がありましたら本審を開催して、ご審議していただく手続きをと

ります。 

また、異議の申出がない場合は、官報公示等発効手続きを事務局において行

い、先ほど法定どおりということでございましたので、最短で令和７年１２月

１３日の土曜日に効力発生予定となりますのでよろしくお願いします。以上で

す。 

 

【部会長】 本専門部会の任務は終了しました。９月５日開催の第４４４回本審において

決定していますとおり、審議会令第６条第７項により、当専門部会は、廃止し

ます。ありがとうございました。 

それでは以上をもちまして閉会します。お疲れさまでした。 

 


